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前回評価から29年度
に改善した事項

所
管

教育委員会

事業内容
[２９年度]

委託の有無

事業目的

実績

2

217

実績

2

215

2

130

指標の名称

開催場所

開催回数

目標値

100.0%

165.4%

達成率

90.3%

103.5%

人

人

２８年度

230

1,200

900

２７年度
単位

箇所

回

台東リバーサイドスポーツセンター及びたなかスポーツプラザにおける幼児向けの運動教室

補助金の有無

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅱ-３．学びと交流の仕組みづくり

 [施　　策]

年度

２７年度

台東リバーサイドスポーツセンターにおいて、これまでのプログラムをベースに、新たに保護者も参加できる「親子運動教
室」を実施した。

0

5,435

0

２９年度

1,138

3,541

0

3

平成３０年度　事務事業評価シート

（２）生涯スポーツ社会の実現

なし根拠法令等

事務事業名 幼児運動教室

　

スポーツ振興課

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

幼児運動教室

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

①スポーツに親しむ機会の提供

その他

一部委託

今後の方向性

拡大

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

各教室とも利用者が多く、定員を上回る申し込みがあることから、新たな実施場所の確保を検討
し、就学前の子供がスポーツに取組むことができる環境づくりと機会の提供を強化していく必要が
ある。

幼児期のスポーツには専門的な知識が必要となることから、教室運営にあたっては、外部への委託が適切であ
る。

延べ利用者数は増加傾向にあり、多くの就学前の子供に対し、スポーツに取組む機会を提供することができて
いる。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 3

　一般財源（区負担額） 3,923

0

1,783

手段の適切性

3
評
価
の
視
点

評価

3

効率性

事
務
事
業
の
実
績 0　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

5,435

825

1,083

828

1,200

800

延べ利用者数（台東リバーサイドスポー
ツセンター）

延べ利用者数（たなかスポーツプラザ）

140

評価の理由

実績

2

74

 直接の対象

民間企業においても幼児を対象とした有料のスポーツ教室が開催されているが、子供の体力は低下傾向にあ
る現状を踏まえ、行政が幼児期にスポーツを行う機会を無料で提供する必要性がある。なお、各教室とも、定員
を上回る申込があり、ニーズは非常に高い。

教室の面積では現在の定員数が妥当であり、教室の回数を増加するには委託費用が増加することとなる。無
料で幼児期のスポーツ機会を提供するという目的を踏まえると、現行の回数と定員数で効率よく運営がなされ
ている。

2,318 3,652 3,541
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

3,652

２８年度

成果指標

1,604　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

3,923

2,319

３１年度

目標値

5,217

事業対象
 最終的な対象

区内在住　３～６歳　就学前の子供
同上

714

458

２９年度

0

0

5,217

0

　
管理運営委託（指導員配置、清掃、受付、消耗品の購入）
リバーサイドは指定管理者、たなかは総合型地域スポーツクラブにそれぞれ委
託

委託内容
なし

子供の健やかな心と体作りのため、幼児期から身体を動かす習慣をつける教室を開催する。

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

1,676

0

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）


